
地

球

第
二
十
容

節

六

純

四
四
四

四

八

大
阪
府
豊
能
都
麻
田
村
農
畜
象
牙
耽
石
と
其
の
暦
僅

上

治

嚢

次

郎

1
､
費

堀

の

位

置

昭
和
八
年
三
月
十
八
日
､
大
阪
府
豊
能
郡
麻
田
村
大
字
鹿
田
に
放
て
､
大
阪
府
産
業
道
路
大
阪
池
田
線
の
切
取
工

事
中
､
膏
粘
土
の
原
潜
中
よ
-
簡
象
牙
の
化
石
を
敬
掘
し
た
(第

7
閲
)
｡

我
掘
位
置
は
大
阪
畢
塚
層
車
線
の
華
ケ
地

停
留
場
よ
り
寓
尭
約
二
三
〇
兼
の
附
鑑
で
あ
っ
て
､
四
近

一
帯
は
五
〇
米
以
下
の
低

さ
丘
陵
を
夜
し
て
ゐ
る
0
乙
の

丘
陵
の
南
端
は
約
三
五
米
の
高
rhを
有
L
t
牛
島
状
に
麻
的
部
落
の
南
東
の
沖
積
低
地
(
二
〇
米
以
下
の
平
地
)
に
斗

出
し
'
そ
の
尖
端
は
約
四
〇
年
前
は
道
路
開
盤
の
た
め
約
九
米
を
切
-
下
げ
､
更
に
明
治
四
十
三
年
頃
大
阪
よ
わ
賓

塚
に
至
る
電
車
を
迫
ず
る
た
め
は
切
取
を
横
張
し
､
史
に
又
'
本
年
初
め
よ
-
着
手
n
れ
た
る
大
阪
府
産
業
道
路
工

事
の
た
め
に

一
光
乃
至
三
米
の
切
少
下
げ
工
事
を
行
っ
た
｡
然
る
に
工
事
中
､
偶
然
は
償
道
路
面
下
的
二
光
前
後
の

育
粘
土
中
に
横
は
れ
る
衝
象
牙
の
化
石
を
登
見
し
た
｡
発
見
常
時
は
こ
れ
が
何
物
在
る
や
を
知
ら
ず
'
士
と
弗
は
他

に
運
搬
さ
れ
つ
ゝ
あ
つ
た
が
'
石
川
文
彦
氏

･
宵
竹
介
治
氏
等
の
益
カ
は
よ
･Jl
で
破
片
を
集
め
.
L
保
存
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
｡
従
来
潮
月
内
源
沿
海
地
方
で
屡
々
象
薗
其
他
薦
象
化
石
が
磯
風
さ
れ
て
居
る
が
､
層
位
の
不
明
を
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第 間

聴 掘 さ れ プとる 象 牙.の 見 取 間
(会長一四〇｡九舶)

叶う.卜5-yb巾う㌣エ'うー 3.づ

凋断面-づ由

解
二
十
各

節
六
舵

四
四
六

五
〇

る
｡
破
面
に
は
恰
も
布
目
状
を
鼻
せ
る
凸
問
を
見
る
｡
断
固
は
卵
形
を
覆
し
'
横
玉

｡
二
糖
'
縦
四
･
二
瀕
あ
る
0
破
片
第
二
は
長
n
一
一
糎
､
断
面
は
卵
形
を
な
し
､
東

部
は

-1
粍
の
白
色
部
あ
る
も
､
約

一
糎
は
黒
褐
色
部
と
覆
う
'内
部

∵
七
糎
は
茶
褐

色
と
在
る
｡
布
目
状
の
凹
凸
は
破
片
筋

一
と
同
様
在
る
も
'
大
腰
同
心
回
状
を
な
し

凡
そ
六
十
を
算
ふ
.
破
片
第
三
は
二
〇
｡四
糎
､両
端
北
ハほ
畿
堀
の
際
破
挿
さ
れ
た
る

も
の
/
如
-
､
破
所
は
新
鮮
で
あ
る
｡
断
面
は
三
角
形
は
近
い
棺
固
形
を
な
す
｡
破

片
第
四
は

山
報
は
登
堀
の
際
は
破
砕
さ
れ
､
姉
三
破
片
と
の
間
約
八
膳
は
失
は
る
.

他
鼎
は
天
然
に
切
断
さ
れ
た
る
も
の
に
し
て
破
面
平
滑
'
中
央
に
小
孔
を
有
す
る
0

断
面
は
種
幸

三
の
固
形
を
覆
す
｡
箪
五
井
は
長
ru
二

糖
!
節
匹~
片
王
の
問
約

一
〇

糎
位
失
は
る
C
他
の
7
紬
は
奉
滑
は
破
砕
n
れ
天
然
に
切
断
､
横
断
面
に
は
布
目
状

の
凹
凸
あ
る
rJ
と
他
と
同
様
'
周
･.g
は
同
心
圃
状
HLJな
し
約
八
五
乃
東
九
〇
を
算
す

る
｡
破
片
第
六
は
長
さ

二
義

､
固
形
の
断
面
を
有
L
t
東
部
は
故
郷
質
部

一
粍
位

あ
わ
､他
は
褐
色
と
な
る
｡
断
簡
の
中
央
部
は
破
壊
n
れ
て
種
約

二
五
粍
の
孔
が
あ

る
｡
破
片
節
七
は
長
三
三
糎
､
断
固
の
種
九
･
〇
糎
､

中
央
は
孔
隙
が
あ
っ
て
､
森

二
孟

概
で
あ
る
｡
象
牙
の
形
と
断
簡
の
状
況
よ
-
推
定
し
y
p
以
上
七
片
が
乙
の
象

牙
の
殆
ん
ど
各
部
で
あ
る
と
思
は
れ
る
｡

以
上
'
七
片
に
破
砕
n
る
～
も
､
第
四
破
片
の
両
端
に
接
各
す
る
部
分
の
失
は
る



ゝ
外
は
全
部
完
全
に
接
合
す
る
こ
と
が
出
凍
る
.
破
片
第
六
片
は
宮
竹
介
治
氏
'
他
の
六
片
は
石
川
文
彦
氏
の
保
存

ほ
か
J
る
も
の
で
'
典
は
日
下
京
都
醇
問
大
撃
に
保
管
さ
れ
て
居
る
｡
各
片
の
測
定
は
第

一
表
の
通
-1
で
あ
る
｡

三
､
層

位

象
牙
の
存
在
せ
し
地
層
は
青
色
粘
土
層
又
は
泥
板
岩
と
す
べ
d
J岩

層
に
し

て.
乾
放
せ
ば
衣
白
色
の
堅
さ
土
塊
と
な
る
｡
櫓
窓
の
静
時

は
比
に

山
部
は
石
垣
ほ
て
懸
か
れ
居
-
た
る
も
､概
側
の
厚
さ
九
米
､

下
は
砂
塵
暦
と
在
る
｡
化
石
の
存
在
せ
る
は
青
色
粘
土
暦
の
下
底
よ

～,l
約

il
米
上
方
附
近
で
あ
っ
た
ら
し
い
0
化
石
の
横
は
れ
る
層
位
か

ら
は
ド
JrTl
シ
'.,
ミ
･
モ
ノ
ア
ラ
介
か
と
推
定
さ
tP
J
淡
水
介
ら
し
さ

印
橡
が
出
る
｡
囲
塊
を
忽
せ
る
粘
土
中
に
は
保
存
の
稗
々
良
好
在
る

も
の
も
あ
る
｡
其
筏
'
同
地
附
近
よ
ら
教
掘
し
た
と
科
し
て
､
魚
骨

の
小
菅
雅
骨
片

･
鯨
の
鰭
ら
し
さ
角
質
骨
片

･
魚
頻
の
薗
ら
し
さ
片

を
選
ら
れ
た
る
も
発
掘
者
の
観
と
現
状
と
よ
-
推
足
せ
ば
象
牙
化
石

の
布
衣
せ
し
部
分
よ
り
は
少
し
-
上
層
位
の
地
層
よ
-
産
出
し
わ
る

も
の
ら
し
い
｡

こ
の
象
牙
の
春
准
せ
し
粘
土
層
は
'
骨
七
本
鉦
第
六
忠
節
三
鶴
に

大
阪
肘
州
脱髄
郡
鵬
川
村
緯
舛
象
か
化
石
と
非

の
府
伐

第 衷

象 牙 破 片 大 きさ の 測 定



地

球

筋
二
十
牲

紡

大

敗

m
M
八

.rTIJ
二

記
載
さ
れ
た
る
西
山=･=香
櫨
園
附
鑑
の
粘
土
暦
'(
相
接
近
し
て
七
夕
シ

ヾ

主
等
淡
水
介
と
'
チ
-
ナ
其
他
飽
水
介
と
を

第 三 閲

象牙磯掘地の地層

･
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産
す
る
地
暦
-
池
蓮
氏
は
本
誌
二
十
巷
第
四
雛
に

西
宮
介
厨
と
呼
ぼ
る
)
と
類
似
し
､
史
は
西
方
の

利
月
滞

･
舞
子
等
の
介
層
と
近
似
す
る
79
の
で
あ

る

0蛍
ケ
地
附
近
ほ
は
魔
々
ほ
青
色
粘
土
層
の
露
出

を
見
p
刀
根
川
療
養
所
の
東
方
に
は
成
層
極
め
て

明
瞭
在
る
露
用
が
あ
っ
て
走
向
北
三
十
度
兼
､
東
商
に
八
度
､
又
は
走
向
牝
十
度
兼
'
東
商
は
六
度
の
傾
斜
を
有
し

〈
居
る
.
育
色
粘
土
暦
の
上
に
は
厚
さ
四
十
七
糎
の
禍
色
砂
暦
､
二
･五
糎
の
白
色
粘
土
層
､
C
･九
米
の
褐
色
砂
暦

が
あ
少
'
褐
色
砂
圏
は
花
聞
岩
貿
托
し
て
､
雲
母
を
含
み
.
乾
燥
せ
ば
白
色
数
量
す
る
を
以
て
銀
砂
と
呼
止
で
居
る

銀
砂
上
に
は
〇
･九
米
の
粘
土
静
が
整
合
に
春
在
す
る
(
第
三
固
)
0

本
易
暦
上
に
は
偶
暦
に
富
め
る
粘
土
混
-
砂
磯
暦
が
あ
っ
て
､

走
向
は
聴
覚
な
ら
ざ
る
も
'
東
西
は
走
-
北
に
四

度
の
傾
斜
を
有
す
る
部
分
を
測
定
し
た
｡
酸
化
鉄
に
富
み
､
黄
褐
色
を
豊
し
､
北
方
に
繁
る
ほ
つ
れ
て
厚
さ
が
如
く

黄
ケ
池
明
方
ほ
て
は
高
師
小
僧
が
生
成
し
て
居
る
｡
苗
師
小
滑
は
つ
き
で
は
君
塚
学
士
の
記
述
が
あ
る
｡

要
す
る
に
'
今
回
磯
堀
の
象
牙
は
層
位
は
大
鰻
明
か
で
あ
る
が
牙
の
み
で
あ
っ
て

種
属
名
を
決
定
し
難
い
O
但

し
.
石
化
の
者
皮
と
象
牙
の
カ
ー
ブ
等
か
ら
見
れ
ば
ナ

マ
デ
カ
ス
ほ
も
似
て
居
る
が
､
何
分
牙
の
み
で
あ
る
か
ら
'

ラ
ブ
ゴ
ド
ン
で
夜

い
と
も
断
定
は
出
水
を
い
｡



今
後
'
日
商
の
磯
風
さ
る
J
乙
と
あ
ら
ば
明
瞭
に
在
iQ
で
あ
ら
う
｡
何
れ
に
し
て
79
石
川

｡
宮
竹
両
氏
が
捨
て
去

ら
れ
ん
と
し
た
化
石
を
敦
盛
し
､
之
を
保
存

さ
れ
た
こ
と
に
封
し
て
は
謝
意
を
未
す
る
｡

(
完
)

カ
ナ
ダ
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
と
其
附
遮

横

山

次

n
K
P

良

今
夏
六
月

一
日
よ
と
二
日
攻
で
英
領

n
ロ
ン
ビ
ア
州

の
首
府
ゲ
ィ
ク
ト

-
ア
で
第
五
回
太
平
洋

撃
術

骨
箱
の

.i
部
が
祈
は
れ
ね
｡骨
議
は
五
日
以
後
十
四
円
ま
で
ゲ
ァ

ン
ク
ー
グ
ァ
I
に
移
っ
て
撹
行
せ
ら
れ
た
｡

其
筏
で
旅

行
が
あ
-
p
ソ
キ
ー
山
を
越
し
て
ア
ル
バ
ー
タ
州

の
方

ま
で
行

っ
た
が
其
時
の
事
や
骨
講
の
模
聴
等
は
別
に
報

ず
る
事
と
し
て
此
虜
で
は
ゲ
ィ
ク
ト
-
ア
附

近

で
見
聞

し
た
非
の
中
か
ら
攻
寄
し
て
榊
目
に
か
け
る
｡

曲
の
都
合
で
私
は
骨
の
始
ま
る
十

日
前
に
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
に
着

い
た
｡
日
本
か
ら
参
加
し
た
多
-
の
愈
員
は

郵
舶
骨
酢
の
融

で
早
-
出
磯
ru
れ
シ

ア
ト
ル
に
滞
在
r
u

カ
ナ
ダ

の
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ヤ
と
北
ハ例
証

れ
ね
｡
行
を
共
に
す
る
を
得
を
か
っ
た
私
は
唯

…
人
米

図
郵
船
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

･
ク

-
-
グ
ラ
ン
ド
軟
に
五

月
十
三
日
に
横
藩
で
乗
赦
し
た

｡
乗
っ
て
見
る
と
意
外

に
も
同
合
議
に
行
か
れ
る
-;
本

Li
晴
博
士

が

居

ら

れ

た
｡
博
士
は
他
の
鹿
の
箸
で
あ
っ
た
が
急
に
昨
日
に
な

っ
て
此
船
は
塵

へ
ら
れ
た
由
に

て串
に
も
同
行
が
出
凍

購
し
か
っ
た
｡
轍
は

一
日
に
四

百四
十
浬
の
速
度
で
走

つ
ね
が
'
擢
概
を

一
時
間
も
後
に
出
帆
し
わ
カ
ナ
ダ
太

平
洋
汽
船
の
皿
ム
プ
レ
ス
･
オ
ブ
･
エ
ー
シ
ア
ほ
途
中
で

追
S
越
さ
れ
た
｡

そ
れ

でも
二
十
二
日
朝
早
-
デ
ィ
ク

ト
リ
ア
の
港
外
に
到
着
し
､
米
岡
汽
船
の
太
平
洋
横
断

謂

れ

五
三


